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Gの 活 動 に つ い て  壼 殊 年度への希望や感想など
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避難施設運営G…【佐藤 英樹)

也JD災害発生時に片瀬中学に開設される避難所の

運営を担う体制づ<りと運営のノウハウを整える事

を目指した。避難所は自宅|こ住めなくなつた人が長期
|こわたって生活する場であると同時に、被災した地域
の住民のための災害対策本部の役割も担う。そのた

めに、防災会幹事と自治会役員の全員が避難所運営

組織の8つの役目に振り分けられ、いざという時の

活動の仕方や資材の検討を重ねている。

む壺〕春の「防災ゼミナー」と、実地で行動体験する

秋の「避難施設開設訓練」を計画。実施した。3回目

となる開設訓練には、片瀬の防災関係者15名の

見学参加があつた。

む壼〕来年度は、防災ゼミナーと開設訓練を一体化
したイベントを春の早い時期|こ実施したい。

広報G…脳百「正)

鼈JD地域防災の周知と自助・共助意識の向上のお役
に立てることを目指した。

む壺〕年6回防災だよりを発行した。片瀬中学校の

文化祭への防災展示資料の提供を実施したことで、

学校関係者や片瀬地区の人長にも参考としてお伝え

出来たと思う。

む壺〕来年度は、お一人暮らしで少爬体調が優れない

方への対処の仕方など、切実でもう一歩踏み込んだ

内容になる事を希望する。その為にも、皆さんがお

困りなこと、不安なことを躊躇無く、自治会や防災会
へ伝えて頂きたい。助けは近隣のコミュニケーシ∃ン

と備え無くしては来ないものと、多くの人が災害の

度に思い知らされている。防災会に係わり、「自分の

命は自分で守る」は、平時より自らの一声を上げる
ところから始まっているのだとつくづく感じた。
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防災訓練G…【岩木 義久)

咄JD今回8回目となる防災訓練は片瀬中学と片瀬
山住民の共催による初めての試みだつた。千人規模
の参加人員を、定められた時間と場所の中で、如何
|こ効率良く諸訓練に参加出来るかを目指した。

セ壺〕今回の訓練は生徒優先で行ったため、教育成果
は充分達成できた。D∨D映写は特|こ津波防災教育に

効果があつた。

むま〕 0乍今、中学生が災害時に果たす役割は大変期待

されている。訓練を同日開催にする場合の参加人数は

五百人が限度であり、中学は1学年が望ましい。教育

現場の制約もあるが、行政と地域がよく協力し合って

最善の方策を探つてほしい。
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近隣ネット推進…【正
′
田 良一)

む:」D発足して5年になる近隣ネットの各丁目の現状
を把握し、また各丁目を参考に近隣ネットの進展を

計ることを目指した。

む豊〕全てのヒアリングを完了させ、資料を作成した。
近隣ネットの重要性を自治会の皆さんが良く認識さ
れていることが印象的だつた。

e壼〕いつ起こるかわからない災害への対応策で

ある近隣ネットという住民同上の支え合い組織|こ

つき、次期の方たちへ是非申引き継ぎをしつかり
行つて頂きたい。そして継続できる体制を整えても
らいたい。高齢化が進む片瀬山だけに、交流を心がけ、
お互いに知り合う機会を深めることが必要と考える。
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炎天下では

寒い季節なら' 雨の時は'

夜でも
道わかる'

313`
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ペットを家に置いていく
時は、思い切りたくさん
の水を置くか、垂れる
程度の水を出しておき
ありつたけのフードを

撒 てヽおくなど
して出る

警きず飼い主力嘲庫でいることがバ」用
・ペットは飼い主だけが頼り。自宅に置いて世話に通うのが
原則となるが、浸水や火災の場合は一緒に避難する

1浄住きいを安全にしておく
。自宅の耐震化、家具の固定、ガラス飛散防止など
。ケージや囲い、首輪や鎖が痛んでいたり外れていないか?

′

ベットのことを考え

平日の昼間で
不在の場合は?

1菫,住お地域の危険性を知る(l華1殿
0が

|十崩れなど)
。自宅の土地や避難ルートの海抜や海からの距離を知る

1瀑避難′L―卜や避離の仕方を考えておく
・昼夜の在宅状況や季節によつても違うので、様 な々可能性を考え話し合つておく

1菫'ペット7-ドや療養食0栞を備蓄しておく
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環境省ペット

。薬は常備薬の他に、既往症の処方薬もある場合は10日分程必要    `ノ
ン

颯'予備の首輪やII―ド、長期係留用の鎖も用意する
。リードは係留には不向き。人の元を離れた動物は手がつけられなくなる

咽1予防持種やノミ0ダニ1馴除|ききちんとしておく
・避難所や預け先では感染等が酷いと受け入れられないことがあるので健康管理はしつかりと

1菫'普段からケージに慣らした日、迷惑にならない躾を行う
。避難所や預け先ではケージが無かつたり、うるさいと受け入れられないことがある

咽'鑑札やi粁中Lマイクロチッ7を装着させておく
。これらがないペットは、生きて保護されても、殺処分されてしまつたり、
飼い主を名乗る人が複数出た場合、証明が出来ずにトラブルとなりやすい

ペットの防災対策については、獣医師で片瀬山5丁目にお住まいの山谷氏の
アドバイスと、環境省のパンフレットなどを参考にしました。
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防災面で期待されている帖教就学年齢層)年 齢 別 人 口(地域 内 総 人 口 2万 1千430人 )

片瀬中学校避難所の収容数700人に対し、
周辺人口はとてつもなく多く不釣合いである
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注意:係留用の鎖は
駈ペット油ップでは
あまり見かけないので
探しておこう

<2012101> 片瀬山 (4千 306人 ) 目白山 片瀬(1万822人 ) 三(5千988人 )

1丁 目 2丁 目 3丁 目 4丁 目 5丁 目 片瀬 1丁 目 2丁 目 3丁 目 4丁 目 5丁 目 1丁 目 2丁 目 3~「 目
0～ 11歳 71 31 86 51 56 32 131 188 256 140 241 315 178 97 240
12～ 15 20 18 55 23 27 15 32 61 119 53 95 102 89 50 74
16～ 64歳 407 343 636 376 408 185 748 877 1546 970 1216 1384 1532 977 1459
65歳 以上 325 271 484 321 297 82 252 195 535 428 491 447 596 338 358
町内人 口 823 663 1261 771 788 314 1163 1321 2456 1591 2043 2248 2395 1462 2131

<m12727藤沢市保健所生活衛生課統計>   犬の登録頭数 (地域内総頭数1千 566頭 ) 遊難所のぺ外への対応はまだ皆無に等しヽヽ

(頭 ) 55 60 102 45 47 38 41 82 156 119 115 178 195 140 193
地区合計 309 38 691 528

釜石市の遺体安置所で、たくさんの遺体と人々はどう
向き合ったのか、実に大切なお手本となる内容だった。
ぜひこれを観ていただき、地域の減災について自分
達が出来ることを真摯に行っていこう !
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軍 発行責任者:会長 (鶴岡)編集責任者 :広報 (川副)片瀬山防災会

連絡先 ikai@smail.com

編集後記 :映画「遺体 明日への十 日間」を見た。
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「一人のえは悲劇だが、集日の■は婉計上の状3に遅ざない」のか
ホロコース トではないが、以下の数字が死者の数と変わりなくなるような
大災害 |こ備え、一人一人がよ<考え、減災に向け手を結び合ってほしい。
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講師:山:谷立氏
市民センターの防災セミナーにて
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